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独
自
の
建
築
美
を
展
開

　
展
望
室
か
ら
は
、
雄
大
に
広
が
る
相
模
湾
が

一
望
で
き
た
。
晴
れ
て
い
れ
ば
、
伊
豆
大
島
も

見
え
る
、
と
い
う
。

　
葉
山
の
街
を
見
下
ろ
す
山
の
中
腹
に
建
て
ら

れ
た
加
地
邸
は
、
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
に

竣
工
。
自
然
と
一
体
と
な
っ
て
溶
け
こ
み
な
が

ら
、
す
で
に
百
年
近
い
時
を
刻
ん
で
い
る
。

　
建
主
の
加
地
利
夫
氏
は
、
三
井
物
産
の
初
代

ロ
ン
ド
ン
支
店
長
で
あ
り
、
そ
の
後
は
重
役
や

監
査
役
な
ど
を
歴
任
し
た
人
物
。
か
つ
て
は
別

邸
と
し
て
使
わ
れ
、
加
地
氏
も
展
望
室
か
ら
眺

め
る
景
色
を
気
に
い
り
、
多
く
の
時
間
を
そ
こ

で
過
ご
し
た
と
い
う
。

　
設
計
を
手
が
け
た
の
は
、
自
由
学
園
明
日
館

講
堂
や
甲
子
園
ホ
テ
ル
な
ど
を
建
築
し
た
遠
藤

新
で
あ
る
。
彼
は
、
旧
帝
国
ホ
テ
ル
建
築
で
知

ら
れ
る
フ
ラ
ン
ク
・
ロ
イ
ド
・
ラ
イ
ト
の
高
弟
。

ラ
イ
ト
か
ら
受
け
つ
い
だ
プ
レ
ー
リ
ー
ス
タ
イ

神
奈
川
県
三
浦
半
島
に
位
置
し
、
高
級
別
荘
地
と
し
て
知
ら
れ
る
葉
山
。
御
用
邸
の
あ
る
町

と
し
て
有
名
で
、
江
の
島
は
も
ち
ろ
ん
晴
れ
た
日
に
は
伊
豆
半
島
の
山
々
か
ら
遠
く
富
士
山

ま
で
望
む
こ
と
が
で
き
る
。「
葉
山
加か

ち地
邸
」
は
近
代
建
築
の
三
大
巨
匠
の
ひ
と
り
、
フ
ラ
ン

ク
・
ロ
イ
ド
・
ラ
イ
ト
の
高
弟
で
あ
っ
た
遠
藤
新
に
よ
る
設
計
。
ラ
イ
ト
の
作
品
を
代
表
す

る
建
築
様
式
で
、
平
成
二
十
九
（
二
〇
一
七
）
年
、
国
の
有
形
文
化
財
に
登
録
さ
れ
た
。

神
奈
川
県
三
浦
郡
葉
山
町
・
葉
山
加
地
邸

ル
と
呼
ば
れ
る
建
築
様
式
を
さ
ら
に
昇
華
さ
せ
、

独
自
の
建
築
美
を
展
開
し
た
。

　
そ
の
特
徴
の
ひ
と
つ
で
あ
る
大
谷
石
が
、
正

門
や
ア
プ
ロ
ー
チ
を
は
じ
め
、
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
、

主
室
の
柱
、
暖
炉
な
ど
に
使
用
さ
れ
、
訪
問
客

を
ラ
イ
ト
様
式
の
世
界
へ
と
導
い
て
く
れ
る
。

六
角
形
と
直
線
の
意
匠

　
加
地
邸
は
一
階
の
サ
ロ
ン
を
中
心
に
東
側
は

子
ど
も
た
ち
の
寝
室
、
西
側
に
キ
ッ
チ
ン
や
食

堂
、
テ
ラ
ス
が
あ
り
、
二
階
に
書
斎
や
夫
妻
の

寝
室
、
展
望
室
が
配
さ
れ
て
い
る
。

　
一
階
の
メ
イ
ン
ラ
ウ
ン
ジ
で
あ
る
サ
ロ
ン
は
、

ゆ
っ
た
り
と
し
た
吹
き
抜
け
構
造
。
六
角
形
と

直
線
を
組
み
合
わ
せ
た
意
匠
や
、
大
谷
石
の
暖

炉
、
市
松
模
様
を
あ
し
ら
っ
た
照
明
な
ど
、
全

体
が
静
謐
な
空
気
に
包
ま
れ
て
い
る
。

　
サ
ロ
ン
の
南
側
に
は
サ
ン
ル
ー
ム
。
太
陽
光

を
一
日
中
浴
び
ら
れ
る
よ
う
窓
が
広
く
と
ら
れ
、

ソファーやテーブルにライト様式の六
角形がデザインされたサンルーム。
一日中暖かな陽射しが降りそそぐよう
に、太陽の動きに合わせて角度をつけ
た広い窓が設計されている

和のテイストを感じる大谷石の
手水鉢が置かれたピロティ

庭園から望む加地邸の全景。背後の山に溶けこむようなプレーリースタイルが特徴

取
材
・
文　
倉
田
ひ
さ
し
　
撮
影
　
大
垣
善
昭
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ラ
イ
ト
様
式
を
受
け
つ
ぐ

モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築

大谷石の暖炉が設えられた加地邸のメ
インラウンジであるサロン。修繕時は
壁の漆喰の塗り直しやソファーの布地
の張り替えがおこなわれ、建築当時の
雰囲気がよみがえった
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ラ
イ
ト
が
好
ん
だ
蜂
の
巣
や
雪
の
結
晶
に
も
見

え
る
六
角
の
形
が
、
ソ
フ
ァ
ー
や
テ
ー
ブ
ル
に

あ
し
ら
わ
れ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
北
側
に
あ
る
の
は
、
か
つ
て
の
ビ
リ

ヤ
ー
ド
ル
ー
ム
。
現
在
は
バ
ー
ラ
ウ
ン
ジ
と
し

て
使
わ
れ
、
天
井
に
は
煙
草
の
煙
を
逃
が
す
排

気
用
の
ス
リ
ッ
ト
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
大
人

の
社
交
場
と
し
て
、
来
客
と
と
も
に
紫
煙
を
く

ゆ
ら
せ
な
が
ら
、
お
酒
や
会
話
を
楽
し
ん
だ
の

だ
ろ
う
。

　
二
階
の
書
斎
は
、
加
地
氏
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

ル
ー
ム
。
椅
子
に
座
っ
た
と
き
、
山
の
緑
と
空

だ
け
が
視
界
に
入
る
よ
う
に
計
算
さ
れ
、
腰
板

の
高
さ
が
決
め
ら
れ
た
。
そ
の
隣
の
主
寝
室
は
、

ロ
ン
ド
ン
時
代
に
住
ん
だ
家
の
天
井
高
に
合
わ

せ
て
つ
く
ら
れ
、
落
ち
着
き
と
解
放
感
に
あ
ふ

れ
て
い
る
。

　
そ
し
て
、
こ
の
建
物
の
い
ち
ば
ん
景
色
の
い

い
場
所
に
あ
る
の
が
展
望
室
だ
。
三
面
の
開
口

部
を
持
ち
、
窓
か
ら
見
え
る
景
色
は
窓
枠
の
額

縁
効
果
に
よ
っ
て
、
ま
さ
に
一
幅
の
絵
画
を
思

わ
せ
る
。
家
の
隅
々
に
ま
で
、
遠
藤
の
建
築
に

か
け
る
想
い
が
息
づ
い
て
い
る
の
だ
。

家
族
の
絆
を
考
え
た
設
計

　
遠
藤
が
加
地
邸
の
設
計
に
あ
た
っ
て
心
が
け

た
こ
と
は
「
全
一
」
と
い
う
哲
学
の
表
現
で
あ

っ
た
。

　
そ
れ
は
建
物
に
は
じ
ま
り
、
建
具
、
家
具
、

アトム の 視 点

建てられてから100年近く経つ現在でもほぼ竣工当時のままの加
地邸。メンテナンスで何カ所か交換されている金物もありますが、
ほぼ当時のままの金物が残されています。
2階の書斎と主寝室を仕切る引き分け戸の召し合せ部分に注目し
てみると、建具の木口面に凹凸の加工がされているだけでなく、取
りつけられた左右の手掛けフックの形状にも凹凸があり、引戸を閉
めた際に左右の金物同士が上手く勘合して隙間が出ない工夫が施
されています。ほかにも、ダイニングの開き網戸の丁番は珍しいキ
ューブ型、窓の開き角度を調整できる金具も丸棒とネジで調整する
ものや、プレートに開けられた7つの穴で調整するものなど、デザ
イン性のある金物がつけられています。

相模湾を望む展望室にライトデザイン「バレルチェアー」が似合う 書斎と奥が主寝室。左隅の照明はライトデザイン「タリアセン3」
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葉山加地邸

•所在地：神奈川県三浦郡葉山町一色1706

•TEL. 044 -211-1711

•一棟貸し（定員6名） 2泊 ¥429,000～ 
＊料金は季節によって変動 ＊浴室は宿泊者のみ利用可

•ホームページ：https:// kachitei.link/

ス
ト
」
の
仲
介
で
現
オ
ー
ナ
ー
の
武
井
雅
子
氏

が
購
入
。
そ
の
後
、
国
の
有
形
文
化
財
へ
の
登

録
や
民
泊
新
法
の
成
立
を
受
け
、
遠
藤
に
よ
る

モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
を
継
承
し
つ
つ
、
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
す
る
こ
と
に
。
で
き
る
限
り
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
姿
を
残
し
な
が
ら
、
地
下
に
あ
っ
た
使
用

人
部
屋
を
モ
ダ
ン
な
浴
室
に
改
修
。
か
つ
て
の

暮
ら
し
を
そ
の
ま
ま
体
感
で
き
る
宿
泊
施
設
に

生
ま
れ
変
わ
っ
た
。

　
自
然
と
建
築
の
融
合
を
め
ざ
し
た
加
地
邸
は
、

心
休
ま
る
く
つ
ろ
ぎ
の
空
間
と
な
っ
て
、
新
し

い
命
が
吹
き
こ
ま
れ
た
の
だ
。

　
邸
内
を
散
策
後
、
サ
ロ
ン
の
椅
子
に
そ
っ
と

腰
を
下
ろ
し
て
み
る
。
遠
藤
新
の
世
界
に
つ
つ

ま
れ
て
、
ふ
と
時
の
流
れ
が
止
ま
っ
た
よ
う
な

不
思
議
な
感
覚
が
訪
れ
て
き
た
。

装
飾
、
照
明
に
い
た
る
ま
で
、
す
べ
て
が
ひ
と

つ
に
ま
と
ま
っ
て
い
る
総
合
性
の
実
現
を
め
ざ

す
と
い
う
も
の
。
そ
の
考
え
に
し
た
が
っ
て
、

六
角
形
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
家
具
類
や
、
各
部

屋
に
設
け
ら
れ
た
照
明
器
具
も
、
す
べ
て
遠
藤

式
の
デ
ザ
イ
ン
で
統
一
さ
れ
て
い
る
の
だ
。

　
ま
た
、
土
地
の
高
低
差
を
利
用
し
て
、
水
の

流
れ
の
よ
う
な
動
線
を
活
か
し
た
。
ひ
と
つ
は

西
側
二
階
の
主
寝
室
か
ら
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
脇
の

階
段
を
下
り
、
サ
ロ
ン
へ
つ
づ
く
流
れ
。
一
方
、

東
側
一
階
の
子
ど
も
部
屋
か
ら
は
、
吹
き
抜
け

対
面
に
あ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
脇
の
階
段
を
下
り
て

サ
ロ
ン
へ
と
向
か
う
流
れ
。
こ
の
ふ
た
つ
の
動

線
が
、
ま
る
で
湧
き
い
ず
る
清
水
が
流
れ
落
ち

る
か
の
よ
う
な
立
体
感
を
演
出
し
て
い
る
。

　
な
に
よ
り
遠
藤
は
、
家
族
が
そ
れ
ぞ
れ
自
分

の
大
好
き
な
場
所
を
つ
く
り
、
そ
の
場
所
か
ら

家
族
み
ん
な
の
表
情
や
動
き
が
分
か
る
よ
う
に

し
よ
う
と
企
て
た
。「
そ
れ
で
家
族
の
絆
が
よ

り
深
ま
る
は
ず
だ
」
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
か

く
し
て
加
地
邸
は
、
家
族
の
温
も
り
が
伝
わ
る

家
と
な
っ
た
。

相
続
や
老
朽
化
の
危
機

　
加
地
邸
は
子
孫
が
所
有
し
て
い
た
が
、
そ
の

後
、
相
続
や
老
朽
化
な
ど
の
問
題
で
意
に
沿
わ

な
い
改
造
や
解
体
の
危
機
に
あ
っ
た
。

　
そ
ん
な
と
き
文
化
的
に
貴
重
な
住
宅
建
築
を

新
し
い
家
主
に
橋
渡
し
す
る
「
住
宅
遺
産
ト
ラ

テラスの中央には揺らめく炎が美しいエタノール暖炉がある

かつてのビリヤードルームにも大谷石
の暖炉。戦後の一時期にGHQに接収
されたのち、ビリヤード台は所在不明
となったが、いまでも往時のゲームの
様子を偲ぶことができる

邸内の各所に設置された
遠藤新デザインによる照
明器具。それぞれの場所
に合わせ少しずつ表情が
異なるペンダントライトが
オリジナリティーあふれる
作品に仕上がっている

六角形のモチーフを活かし
たダイニングルーム。かつて
使われていた椅子も背もた
れが六角形であった
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アトム商品 I NFORMATION

毎日の暮らしに寄りそう　
アトム商品　

アトムリビンテックは、「より快適に便利に」というニーズに対応した商品をお届けします 　

扉や壁面に取り付ける
組み合わせ自在、便利な小物収納

組み合わせラック
玄関などで使用するものや収納するもの、出かける際に

いつも持っていくものなどを収納するのに便利な金具で

す。玄関収納やウォークインクローゼットの扉裏なども

有効な収納スペースにできます。

トレイに鍵やハンコなどを入れる、フックに小物を掛け

るなど多様な使い方ができます。組み合わせ次第で、お

出かけのスタイルに合わせた幅広い使い方ができます。

多機能フック フック

バスケット

トレイ
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間取り図

1 戸Cのみ、フランス落しを固定します
2 戸Aのセーフティーストッパーロングを上げます

3 戸Cが固定されることで壁の代わりとなり、戸Aと戸Bが2枚
 連動引戸として左側を全開できます

3 戸Aが固定されることで壁の代わりとなり、戸Bと戸Cが2枚
 連動引戸として右側を全開できます

戸C

戸A
戸B

固定
上げる

1 戸Aのみ、フランス落しを固定します
2 戸Cのセーフティーストッパーロングを上げます

戸A

戸C
戸B

固定
上げる

左オープンの操作方法 右オープンの操作方法

戸
A

戸
C戸

B

左
オープンオープン

右
オープンオープン

こちらの商品は、アトムCSタワーおよびアトム住まいの金物ギャラリー大阪事業所にてご覧いただけます

開ける方向をスイッチさせることができる
連動引戸金具に、シンクロ連動機能を追加

開ける方向を入れ替えられる（スイッチさせる）連動引戸金具です。固定した戸が壁

の代わりとなり、2枚の戸が連動して開閉する（シンクロ連動）引戸になります。

右の戸を固定して「左オープン」、左の戸を固定して「右オープン」と、室内レイアウ

トに応じて切り替えることができます。また、戸だまりがない納まりでも、下レール

なしで開閉することができます。

連動引戸金具　
スイッチオープン納まり・
シンクロ仕様
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去る11/13（木）～11/15（土）、アトム住まいの金物ギャラリー大阪にて「2025秋の内覧会 in 大阪」を開催い
たしました。住まいをより快適にする住宅用内装金物を、建具や家具に取り付けた状態で幅広く展示し、ご覧
いただきました。実際に商品に触れて動きや操作感が確認できるのは、リアル展示会ならではのことです。多
くの方々にご来場いただき、ありがとうございました。

ダンパーが内蔵されているので、握りやすく操作しやすいレバ

ーを押すだけで、棚板をゆっくり折りたたむことができます。急

な落下と、閉じるときの衝撃や騒音を防ぐことができ、安全に使

用できることがメリットです。

滑らかな動きで折りたたみできて操作もカンタン

紹介動画 6

ダンパー付き折りたたみ棚受け
legarie〈レガリエ〉

ダンパーが効いて
ゆっくりと棚板を
折りたたむことが
できます

操作レバーの
ロックを解除する

2025
秋の内覧会

 in大阪

白

黒（つや消し）

new
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6月25日（水）から29日（日）にかけて、ベトナム・ホーチミ

ンで開催された建築系展示会「VIETBUILD 2025」に出展し

ました。今回で5回目の出展となり、会期中には500人を超え

る来場者がブースを訪れました。

ブース内では実際に商品をご購入される方も多く、とくに住

宅の建築やリフォーム中の方々から展示商品に高い関心が集

まりました。折戸・引戸金具に関して、以前はミニチュアでの

展示だったのですが、今回は実寸大の折戸と引戸を展示。来

場者に商品を体感していただけました。またスタッフの説明

を熱心に聞いてくださった方が、他の商品も購入される場面

も見られ、顔を合わせた対話の重要さを再認識しました。今

回の展示を通じて、日本市場とベトナム市場のニーズの違い

がより明確になり、多くの新たな発見がありました。リピータ

ーの増加も見られ、ブランドへの信頼が着実に深まっている

と実感しています。今後も現地での認知度向上を図り、ベト

ナム市場への取り組みをさらに強化していく予定です。

開き戸・引戸のどちらにも使え、やわらかく開いてペットの挟ま

りを防ぐ「ふたつ折れフラップ」が特徴のペットくぐ～るに、待望

のニュータイプ「ペットくぐ～る3」が新登場! フラップにロック

が付き、ペットの出入りをしっかり制御。さらにフレームをスリ

ム化し、フラップにはシボ加工を施すことで、よりスタイリッシュ

で洗練されたデザインへと進化しました。

ベトナム最大級の建築系展示会

「V
ベ ト ビ ル ド

IETBUILD 2025」
に出展しました　　

好評のペットくぐ～るにニュータイプが登場!

ペットくぐ～る 3

アイボリー アンバー ダークブラウン

開閉ロック

new
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1840年の誕生以来、世界中で発行されている切手。

その単片には各国の文化や自然、知と美の世界があふれています。

切手という小さな窓を開いて、一緒に世界を旅してみませんか?

文 馬場 千枝　｜　フリーランスライター。切手愛好家。
Facebook上で「なでしこ切手倶楽部」を主宰。「かわいい、楽しい、美しい切手やおたよりで癒やされたい、あそびたい人たちの集う場」を提供している。

著書『切手女子のかわいい収集BOOK』（PHP研究所）他　https://www.instagram.com/nadeshiko_kitte/

2014年 イタリア発行

ノーベル博士の暮らした美しいヴィラ

ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
を
発
明
し
た
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
の
化
学
者
で
実
業
家
の
ア
ル
フ
レ
ッ

ド
・
ノ
ー
ベ
ル
。
彼
は
長
年
パ
リ
で
暮
ら

し
て
い
ま
し
た
が
、
静
か
な
研
究
生
活
を

望
ん
で
、
1
8
9
1
年
、
イ
タ
リ
ア
・
リ

グ
ー
リ
ア
州
サ
ン
レ
モ
に
ヴ
ィ
ラ
を
購
入

し
ま
し
た
。

地
中
海
に
面
し
た
ヴ
ィ
ラ
に
は
、
海
を

見
渡
す
ガ
ラ
ス
張
り
の
ベ
ラ
ン
ダ
が
あ
り
、

イ
ス
ラ
ム
の
幾
何
学
模
様
で
飾
ら
れ
た
ム

ー
ア
様
式
の
塔
が
付
属
し
て
い
ま
す
。
内

装
に
こ
だ
わ
っ
た
ノ
ー
ベ
ル
は
モ
ダ
ン
な

家
具
に
エ
ス
ニ
ッ
ク
な
テ
イ
ス
ト
を
加
え

ま
し
た
。
中
国
風
の
居
間
、
ポ
ン
ペ
イ
様

式
の
フ
レ
ス
コ
画
で
飾
ら
れ
た
会
議
室
な

ど
が
現
存
し
て
い
ま
す
。

1
8
9
6
年
12
月
、
ノ
ー
ベ
ル
博
士
は

脳
溢
血
で
倒
れ
、
こ
の
ヴ
ィ
ラ
で
亡
く
な

り
ま
し
た
。
そ
の
前
年
、
彼
は
ノ
ー
ベ
ル

賞
の
創
設
を
記
し
た
遺
言
書
に
署
名
し
て

い
ま
す
。
ま
さ
に
ノ
ー
ベ
ル
賞
が
生
ま
れ

た
家
で
も
あ
る
の
で
す
ね
。

そ
の
後
、
ヴ
ィ
ラ
は
イ
ン
ペ
リ
ア
県
の

所
有
と
な
り
、
博
物
館
と
し
て
公
開
さ
れ

て
い
ま
す
。
ヴ
ィ
ラ
を
囲
む
6
0
0
0
平
方

メ
ー
ト
ル
も
の
広
大
な
公
園
に
は
貴
重
な

植
物
が
豊
か
に
茂
り
、
博
士
の
人
生
を
振

り
返
り
な
が
ら
散
歩
が
楽
し
め
そ
う
で
す
。
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卸売事業部　本宮 侑希
アトム商品取り扱い代理店への卸営業を担当

毎号楽しみにしています。古い建物の味のある金物をアトムさん
の視点から紹介している記事が好きです。	 〈 愛知県 Ｈ・Ｈ様 〉

旧神谷傳兵衛稲毛別荘の特集がとても面白かったです。欄間の意
匠がワイン王らしいですね。アトムさんならではのディーテルに
着目した写真もとてもよかったです。	 〈 東京都 もぎなす様 〉

銀器職人の記事はとても興味深く楽しませてもらいました。建築
大工をしているので様々な職人さんの取り組みが刺激になって
います。これからも様々な業種の職人さんの発掘をお願いします。	
	 〈 神奈川県 茅ヶ崎マスター様 〉

今まで、ずっとメールマガジンを配信していただいておりました
が、じっくり読んでみたのは実は初めてです… 表紙の東京タワ
ーのデザインが目を引くほどに素晴らしかったです。これから先
の配信も、ちゃんと読もうと思います。鍛金の記事もとても良か
ったです。	 〈 北海道 Ｋ・Ｔ様 〉

銀器特集のような職人の世界をシリーズで取り上げていってほ
しいと思います。	 〈 京都府 Ｎ・Ｔ様 〉

東京タワーの下から見上げたイメージでスカーフをデザインし
たというのは斬新で素敵なスカーフになっていますね。隠し文字
も入っているとのことですが、残念ながら写真では確認できませ
んでした。実物を手に取ってみたいものです。	 〈 大阪府 Ｋ・Ｊ様 〉

自分が知らないところを取り上げてもらって楽しく読んでいます。
これからも楽しみにしています。	 〈 愛知県 Ｆ・Ｙ様 〉

古今東西たてものがたりでご紹介させていただいた 「葉山加地邸」

は、多くのドラマや映画のロケ地として使用されていますが、最近

ではNHKのドラマ『岸辺露伴は動かない』の岸辺露伴の家として知

られています。私は放送時からこのドラマが大好きなので、取材時

は 「ここに露伴先生の机があった！」 「泉くんが閉め出される玄関！」

と内心では大興奮。さらに支配人の松橋さんにドラマ撮影の裏話を

教えていただき、改めてドラマを見返したくなりました。

	 〈 カキフライ 〉

I N F O R M A T I O N

ギャラリーショップKANAGUのオンラインストア

「KANAGU STORE」
つくり手のこだわりが詰まった金属の雑貨や

インテリアを販売しております。

kanagu- store.com

私
の
休
日
は
6
歳
の
息
子
と
1
歳
の
娘
に
、
全
力
で
振

り
回
さ
れ
て
い
ま
す
。
息
子
は
自
転
車
が
大
好
き
で
、
最

近
ま
す
ま
す
漕
ぐ
ス
ピ
ー
ド
が
上
が
っ
て
き
ま
し
た
。
も

は
や
「
一
緒
に
遊
ぶ
」
と
い
う
よ
り
、
私
が
全
力
で
追
い

か
け
て
い
る
状
況
で
す
。「
遅
い
よ
！
」
と
笑
い
な
が
ら

振
り
返
る
息
子
の
姿
に
成
長
を
感
じ
つ
つ
、
同
時
に
自
分

の
体
力
の
衰
え
を
痛
感
し
ま
す
。
数
年
前
ま
で
は
軽
々
と

走
れ
た
距
離
な
の
に
、
今
で
は
す
ぐ
に
息
が
上
が
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
毎
週
末
、
公
園
で
子
ど
も
を
追
い
か
け
な
が

ら
「
こ
れ
は
こ
れ
で
い
い
運
動
だ
」
と
自
分
に
言
い
聞
か

せ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
な
か
、
1
歳
の
娘
は
歩
き
始
め
た
ば
か
り
で
、

よ
ち
よ
ち
歩
き
で
公
園
を
探
検
し
、
気
に
な
る
も
の
を
見

つ
け
て
は
す
ぐ
に
し
ゃ
が
み
込
み
ま
す
。
お
兄
ち
ゃ
ん
の

す
る
こ
と
が
気
に
な
っ
て
、
何
で
も
真
似
を
し
た
が
る
姿

が
か
わ
い
い
で
す
。
兄
が
ス
ピ
ー
ド
勝
負
、
妹
が
探
索
モ

ー
ド
と
い
う
ダ
ブ
ル
相
手
に
、
週
末
は
な
か
な
か
ハ
ー
ド

で
す
。
家
で
も
常
に
に
ぎ
や
か
で
、
静
か
な
時
間
は
ほ
と

ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
で
も
、
夕
方
に
み
ん
な
で
お
風
呂
に
入
る
時
間
は
、

家
族
全
員
が
ほ
っ
と
一
息
つ
け
る
大
切
な
ひ
と
と
き
で
す
。

湯
船
の
中
で
今
日
の
出
来
事
を
話
し
た
り
、
子
ど
も
た
ち

の
笑
い
声
を
聞
い
た
り
し
て
い
る
と
、
一
日
の
疲
れ
が
す

っ
と
抜
け
て
い
き
ま
す
。
寝
か
し
つ
け
の
時
間
に
な
る
と
、

「
今
日
は
絶
対
に
寝
落
ち
し
な
い
ぞ
」
と
心
に
誓
う
の
で

す
が
、
気
づ
け
ば
子
ど
も
よ
り
先
に
寝
て
い
ま
す
。

特
別
な
こ
と
は
何
も
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
こ
う
し
て
家

族
と
過
ご
す
何
気
な
い
日
々
が
、
今
の
自
分
に
と
っ
て
何

よ
り
の
幸
せ
で
す
。
毎
日
が
慌
た
だ
し
く
過
ぎ
て
い
き
ま

す
が
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
間
近
で
感
じ
ら
れ
る
こ
の

時
間
を
、
で
き
る
だ
け
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

読 者 の 声

編  集  後  記

週末、公園でふたりの子ど
もたちと遊び、笑い合うひ
とときは、かけがえのない
宝物です。
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アトム社員がリレーでお届け
オフタイムの過ごし方

個人情報の取り扱いについて
読者プレゼントにご応募いただいた皆さまの個人情報は、プレゼント発送のほか、商品情報や弊社個展の招待状等の発送に利用させていただく場合がございます。
これらの発送停止をご希望される場合には、速やかに対応いたします。詳しくは弊社HPのプライバシーポリシーをご覧ください。
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